
近郊緑地近郊緑地保全制度と保全制度と
小網代区域の指定について小網代区域の指定について



近郊緑地保全制度の概要

首都圏近郊緑地保全法(昭41法101) 都市緑地法(昭48法72)根拠法

良好な自然環境を有する緑地の保全に関し必要な事項を定め

ることにより、近郊整備地帯等の無秩序な市街地化を防止し

首都圏の秩序ある発展に寄与することを目的とする。

目 的

近郊整備地帯

○近郊緑地

①近郊緑地保全

区域

②近郊緑地特

別保全地区

○近郊整備地帯内の緑地であって、樹林地、水
辺地等が、単独もしくは一体となって良好な
自然の環境を形成し、かつ、相当規模の広さ
を有しているもの。

○近郊整備地帯内の緑地であって、樹林地、水
辺地等が、単独もしくは一体となって良好な
自然の環境を形成し、かつ、相当規模の広さ
を有しているもの。

①近郊緑地のうち、無秩序な市街地化のおそれ
が大であり、かつその保全によって首都及び
その周辺地域の住民の健全な心身の保持及び
増進、公害若しくは災害の防止の効果が著し
い近郊緑地の土地の区域。

①近郊緑地のうち、無秩序な市街地化のおそれ
が大であり、かつその保全によって首都及び
その周辺地域の住民の健全な心身の保持及び
増進、公害若しくは災害の防止の効果が著し
い近郊緑地の土地の区域。

②近郊緑地保全区域内で､特に保全による効
果が著しく特に良好な自然の環境を有す
る等の土地の区域。

②近郊緑地保全区域内で､特に保全による効
果が著しく特に良好な自然の環境を有す
る等の土地の区域。

首都圏首都圏



近郊緑地保全制度の概要

○近郊緑地の保全に要する費用は、都県の負担。費用負担

○建築物等の新改増築、土地の形質の変更、木竹の
伐採等は、知事等に届出。

○知事等は緑地保全のため必要と認めるときは、助
言又は勧告を行うことができる。

行為規制

国土交通大臣は、近郊緑地保全区域の指定をしたと
きは、当該区域について近郊緑地の保全に関する計
画（近郊緑地保全計画）を決定。

保全計画

国土交通大臣指定主体

①近郊緑地保全区域①近郊緑地保全区域 広域的かつ長期的見地から指定



国土審議会

関係地方公共団体 関係行政機関の長

近郊緑地保全区域の指定の手続き

保全区域の区域設定（案）及び保全計画（案）の作成保全区域の区域設定（案）及び保全計画（案）の作成

保全区域の指定に向けた検討（検討対象地域の設定）保全区域の指定に向けた検討（検討対象地域の設定）

保全区域の指定・保全計画の決定保全区域の指定・保全計画の決定

意見聴取意見聴取

協議協議

官報告示（効力発生）官報告示（効力発生）

意見聴取意見聴取

首都圏整備分科会

報 告報告

住民説明会

質疑質疑

パブリックコメント

意見聴取意見聴取



近郊緑地保全区域の指定

１ 名称

小網代近郊緑地保全区域

２ 面積

約７０ｈａ

三崎町小網代、初声町三戸の
各一部

約７０ｈａ三浦市

町字名面積市町名



西南方向から保全区域全体を眺める （平成17年５月神奈川県撮影）



平成15年撮影

保全区域



水系を軸に、森・湿地・干潟・海の自然がつな

がる集水域の生態系が自然状態のままで維持さ

れている首都圏で唯一の緑地であり、希少種を

含む約1,300種の多種多様な動植物種が生息生育

する等、良好な自然環境を形成している。

良好な自然環境の形成良好な自然環境の形成



アカネズミ

タヌキ

タヌキ

タヌキ,キツネ

タヌキ,キツネ

ホソバノハマ
カカサワダン

シオクグ群落、ホソバ
ノハマアカザ－ハママ
ツナ群集

オギ群集

アイアシ群集、ナガバテンツキ、
イソヤマテンツキ、アイアシ

クロヤツウラジロ、クロムヨ
ウラン、ツキシハギ、スマダ
イコン、アキノギンリュウソウ

ジャヤナギ群集

ハンノキ群集

オニシバリ－コナラ群集

ゼフィルス５種

サラサヤンマ

ハマベミズギワゴミムシ、イソジョ
ウカイモドキ、シロヘリハンミョウ、
ハケスナガホシタマムシ

クロサギ、アオサギ、
サシバ、カワセミ

ニホンマムシ

アカハライモリ

ヒバカリ

イタチ、ウサギ、
ヒミズ

アユ、カワアマゴ、
ビリンゴ、ユゴイ

両生類・爬虫類

鳥類

昆虫類

魚類

哺乳類

植物

名 称表示

■凡例

多種多様な動植物



小網代の森に棲む生きもの

オオタカ

アカテガニ（放仔の様子）



小網代近郊緑地保全計画

【法により規定する事項】

一 保全区域内における行為の規制その他当該近郊緑地の保全に

関する事項

二 保全区域内において当該近郊緑地の保全に関連して必要とさ

れる施設の整備に関する事項

三 近郊緑地特別保全地区の指定の基準に関する事項

四 近郊緑地特別保全地区内における土地の買入れに関する事項

○区域の指定をしたときは、国土交通大臣が決定しなければならない。

近郊緑地保全計画（法第４条）について



湿原・河口湿地・干潟ゾーン

①

浦の川源流・上流域ゾーン

②

北の谷流域ゾーン

南の谷流域ゾーン

③

③

各ゾーンの位置関係

一 保全区域内における行為の規制その他当該近郊緑
地の保全に関する事項

１．保全の基本方針

行為の規制その他保全については、各ゾーンの特性に
応じたものとする



①
②

③

③

①湿原・河口湿地・干潟ゾーン

河口と塩水湿地

干潟と小網代湾

保全活動を支える施設、
ビオトープ等

施設

水系への影響に配慮規制

・環境学習等の活動の場



①
②

③

③

②浦の川源流・上流域ゾーン

浦の川源流沿いのシダ群生

散策ルートの整備施設

生物多様性の保全に配慮規制

・浦の川に沿った自然観察の場



③北の谷流域ゾーン・

南の谷流域ゾーン ①

②

③

③

樹林地として十分配慮施設

樹林の劣化防止に配慮規制

・樹林地を保全


